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井　

朝
倉
時
代
末
期
の
史
実
を
遺
す
二
、三
の
石
造
物

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

一
乗
谷
の
朝
倉
時
代
の
石
塔
や
石
仏
な
ど
石
造
物
は
、
朝
倉
氏
遺
跡
調
査
研

究
所
（
現
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館 

以
下
「
資
料
館
」
と
称
す
）
が
昭
和

四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
遺
跡
調
査
を
開
始
し
て
以
来
、
膨
大
な
数
が
具
体

的
に
報
告
書
に
纏
め
ら
れ
て
き
た
が
、
現
今
に
お
い
て
も
い
ま
だ
新
た
な
石
造

物
に
次
々
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

筆
者
は
、
資
料
館
が
中
心
に
な
っ
て
発
掘
し
て
き
た
モ
ノ
や
、
以
外
に
も
現

場
で
直
に
触
れ
て
多
く
の
モ
ノ
を
観
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
朝
倉
時
代

末
期
に
造
立
さ
れ
た
石
造
物
二
、三
点
に
新
し
い
情
報
を
加
え
て
紹
介
し
よ
う

と
思
う
。
紹
介
す
る
石
造
物
の
造
立
年
代
は
元
亀
年
間
（
一
五
七
〇
年
四
月
〜

一
五
七
四
年
七
月
）、
朝
倉
氏
滅
亡
期
の
史
実
の
証
に
も
な
る
モ
ノ
で
あ
る
。
背

景
を
知
る
た
め
、
ま
ず
こ
の
頃
の
動
向
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
　
　

一　

朝
倉
義
景 

織
田
信
長
の
不
和
と
朝
倉
氏
の
滅
亡

　

時
期
は
、
織
田
信
長
と
朝
倉
義
景
が
不
和
に
な
る
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）

に
始
ま
る
。
こ
の
年
の
正
月
十
日
、
信
長
は
上
京
、
五
畿
内
、
近
国
に
威
勢
を

広
め
、
諸
国
の
将
を
京
都
へ
集
め
た
。
そ
し
て
、
朝
倉
義
景
に
も
上
京
す
る
よ

う
命
じ
た
が
、
義
景
は
家
臣
と
評
定
を
図
り
上
京
に
応
じ
な
か
っ
た（

（
（

。
こ
の
こ

と
に
関
し
「
是
ヨ
リ
義
景
信
長
不
和
ニ
シ
テ
鉾む

じ
ゅ
ん楯

之
根
ト
ソ
成
リ
ニ
ケ
ル
」
と

記
し（

（
（

、
こ
れ
が
朝
倉
氏
滅
亡
の
根
源
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

こ
の
後
、
朝
倉
側
は
信
長
の
越
前
侵
攻
あ
る
べ
し
と
し
て
、
敦
賀
の
手
筒

山
、
金
ケ
崎
に
二
城
を
作
り
、
木
の
芽
、
中
河
内
、
椿
坂
に
も
防
御
態
勢
を
敷

い
た（

（
（

。

　

翌
年
の
元
亀
元
年

4

4

4

4

（
一
五
七
〇
）
四
月
二
十
五
日

4

4

4

4

4

4

、
信
長
に
よ
っ
て
敦
賀
の

手
筒
山
城
は
攻
め
落
と
さ
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
三
段
崎
弥
七
、
冨
田
中
務
丞
な
ど
五
百
人
の
戦

死
者
（『
信
長
公
記
』（

（
（

に
は
「
信
長
頸
数
千
参
百
七
十
討
取
り
」
と
記
す
）
を

朝
倉
時
代
末
期
の
史
実
を
遺
す
二
、三
の
石
造
物

三　

井　

紀　

生
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出
し
た

（
（
（
（
（

。
翌
日
信
長
は
金
ケ
崎
城
も
手
中
に
納
め
た
。
し
か
し
こ
の
時
は
こ
こ

か
ら
先
へ
の
進
攻
は
義
景
の
一
乗
谷
進
発
、
浅
井
長
政
の
挙
兵
を
知
り
退
去

し
た
。
そ
の
後
姉
川
の
戦
い
を
経
て
二
年
後
の
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
七
月
、

信
長
は
浅
井
攻
め
の
た
め
小
谷
城
に
近
い
虎
御
前
山
に
築
城
、
浅
井
か
ら
の
要

請
を
受
け
た
義
景
は
二
十
四
日
に
一
乗
谷
を
進
発
し
、
八
月
三
日
大
嶽
城
に
布

陣
、
虎
御
前
山
に
あ
っ
た
信
長
と
に
ら
み
合
い
を
続
け
た
が
、
十
月
十
六
日
信

長
は
木
下
藤
吉
郎
を
残
し
て
岐
阜
へ
帰
陣
、
十
二
月
三
日
義
景
も
大
嶽
城
と
丁

野
城
に
守
備
軍
を
残
し
て
一
乗
谷
へ
帰
陣
し
た

（
（
（
（
（

。

　

義
景
の
帰
陣
直
後
か
ら
翌
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
初
め
に
か
け
て
、
義
景

は
本
願
寺
顕
如
や
武
田
信
玄
か
ら
帰
陣
の
責
め
を
受
け
、
再
出
陣
を
強
く
要
請

さ
れ
た
。
二
月
十
九
日
に
は
将
軍
義
昭
が
挙
兵
、
義
景
は
近
江
志
賀
表
へ
出
兵

要
請
を
受
け
た
。『
信
長
公
記
』（

（
（

に
よ
る
と
翌
二
十
日
信
長
の
臣
蜂
谷
頼
隆
、

柴
田
勝
家
、
丹
羽
長
秀
等
が
近
江
志
賀
へ
進
発
し
て
い
る
。

　

三
月
七
日
、
将
軍
義
昭
は
信
長
と
の
和
議
を
拒
み
、
信
長
を
敵
に
回
す
こ
と

に
な
っ
た
。

　

三
月
上
旬
信
長
が
上
京
、
帰
り
に
若
狭
か
ら
敦
賀
へ
向
か
う
で
あ
ろ
う
と
の

近
江
の
多
胡
氏
久
（
左
近
兵
衛
尉
）
の
注
進
で
、
三
月
十
一
日

4

4

4

4

4

義
景
は
一
乗
谷

を
発
ち
敦
賀
に
向
か
っ
た

（
（
（
（
（

。
三
月
十
一
日

4

4

4

4

4

の
進
発
に
関
し
、
義
景
が
佐
々
木
弥

五
郎
（
朽
木
元
網
）
に
宛
て
た
十
二
日
付
書
状
に
「
就　

公
方
様
被
立
御
色
殿

中
祗
候
之
旨 

尤
神
妙
候 

殊
路
次
之
儀
可
有
御
入
魂
由 

御
誓
言
之
旨
得
其
意
候 

先
以
快
然
候 

仍
昨
十
一
令
出
□馬

候 

浅
井
与
示
合
子
細
候 

於
其
上
可
得
上
意
候 

無
異
儀
之
様
子
被
相
談
御
警
固
肝
要
候 

委
細
鳥
居
兵
庫
助
高
橋
新
介
可
申
候

　

恐
々
謹
言　

三
月
十
二
日　

義
景
（
花
押
）　

佐
々
木
弥
五
郎
殿 

進
之
候
」（

（
（

と
記
さ
れ
て
お
り
、
元
網
に
よ
る
道
中
通
行
安
全
の
配
慮
あ
っ
て
三
月
十
一
日

4

4

4

4

4

に
進
発
し
た
と
し
て
い
る
。　
　

　

義
景
は
敦
賀
で
は
中
山
に
築
城
、
兵
卒
の
配
置
な
ど
守
備
固
め
を
指
揮
し
て

五
月
十
日
一
旦
一
乗
谷
へ
帰
陣
し
た（

（
（

。
し
か
し
、こ
の
頃
の
兵
卒
に
つ
い
て「
如

此
年
中
ニ
四
五
度
出
陣
ス
ル
程
ニ
、
諸
卒
疲
労
シ
倦
テ
世
ヲ
秋
風
之
心
地
シ
テ

思
之
露
モ
重
ナ
リ
、
民
ノ
草
落
モ
枯
々
ニ
野
モ
セ
ニ
、
ス
タ
ク
虫
ノ
音
モ
歎
之

色
ヲ
顯
シ
ケ
ル
ニ
」
と
形
容
し
て
疲
労
困
憊
ぶ
り
を
記
し
て
い
る

（
（
（
（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
七
月
十
七
日
に
ま
た
浅
井
か
ら
の
要
請
に
よ
る
出

陣
と
な
り
、
こ
の
時
は
朝
倉
景
鏡
や
魚
住
備
後
守
は
兵
卒
の
疲
労
を
理
由
に
出

陣
に
加
わ
る
こ
と
を
辞
退
し
て
い
る

（
（
（
（
（

。

　

そ
こ
で
、
義
景
自
身
が
他
の
国
中
の
軍
勢
を
集
め
て
湖
北
へ
進
発
し
た
が
、

八
月
十
三
日
か
ら
十
四
日
朝
に
か
け
て
の
戦
い
で
朝
倉
軍
は
越
前
と
近
江
の
国

境
の
刀
禰
坂
で
織
田
軍
に
大
敗
、
朝
倉
掃
部
助

4

4

4

4

4

、
山
崎
長
門
守
、
鰐
淵
将
監
吉

廣
、
斎
藤
龍
興
な
ど
歴
々
の
多
く
の
武
将
が
討
死
し
た

（
（
（
（
（

。　
　

　

義
景
は
数
人
の
武
将
と
一
乗
谷
へ
逃
げ
帰
っ
て
き
た
と
い
う
。
義
景
は
一
乗

谷
か
ら
撤
退
し
、
越
前
大
野
へ
逃
げ
延
び
た
が
、
景
鏡
の
謀
反
に
よ
っ
て
八
月

二
十
日
自
刃
し
た
。
ま
た
、
八
月
十
八
日
の
夜
明
け
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
一

乗
谷
の
館
を
始
め
家
々
仏
閣
は
悉
く
焼
き
払
わ
れ
す
べ
て
塵
灰
と
化
し
た
。

　
　
　

二　

史
実
を
遺
す
石
造
物
（
い
ず
れ
も
笏
谷
石
）

（
一
）
手
筒
山
の
戦
い
戦
死
者
供
養
塔

　

一
乗
谷
の
奥
、鹿
俣
（
か
な
ま
た 

現
福
井
市
鹿
俣
町
）
の
最
勝
寺
（
天
台
宗
）
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の
前
に
所
在
す
る
大
型
の
宝
篋
印
塔
の
周
り
に
石
仏
や
石
塔
の
残
欠
を
集
め
て

い
る
が
、
こ
の
中
に
前
述
の
手
筒
山
の
戦
い
で
戦
死
し
た
人
々
を
供
養
す
る
た

め
に
建
て
ら
れ
た
石
塔
（
笠
塔
婆
の
塔
身
と
推
定
）
が
遺
存
し
て
い
る
。

　

笏
谷
石
の
石
造
物
の
調
査
を
始
め
て
間
も
な
い
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
七

月
に
当
寺
を
訪
れ
て
こ
の
塔
の
所
在
を
知
り
、
他
例
の
な
い
石
造
物
と
し
て
注

目
し
て
き
た
。
法
量
は
、
幅
と
奥
行
き
が
二
十
八
セ
ン
チ
、
高
さ
九
十
二
セ
ン

チ
で
あ
る
。
ま
た
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月
、
周
辺
に
こ
の
塔
の
一

部
分
を
構
成
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
笠
（
幅
・
奥
行
五
十
三
セ
ン
チ
、
高
さ

二
十
二
セ
ン
チ
、
笠
の
下
端
中
央
に
、
塔
身
上
端
の
枘
が
合
致
す
る
寸
法
の
枘

穴
を
有
す
る
）
の
所
在
も
確
認
し
た
。

　

こ
の
塔
身
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
知
る
以
前
に
山
本
昭
治
氏
（
故
人
）
が
所

在
を
確
認
し
氏
の
私
家
版
の
著
書（

（
（

に
掲
載
、
資
料
館
が
こ
の
情
報
を
得
て
い
る

こ
と
も
確
認
し
た
。
ま
た
山
本
氏
が
著
書
に
記
述
し
て
い
る
塔
身
側
面
に
彫
ら

れ
て
い
る
仏
像
名
な
ど
を
一
部
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

　

塔
身
側
面
の
四
面
中
、
一
面
は
上
側
の
み
に
、
外
三
面
は
各
面
と
も
上
下
に

舟
形
光
背
を
彫
り
、
中
に
仏
像
（
上
側
立
像
、
下
側
坐
像
）
を
彫
っ
て
い
る
。

次
に
、
一
像
と
紀
年
銘
を
彫
る
面
を
前
面
と
し
て
、
各
面
の
彫
像
と
銘
文
を
示

す
（〈　

〉
は
舟
形
光
背
、
内
は
彫
像
名
）。

　
　

前
面　
　
「
元
亀
元
庚
午
四
月
廿
五
日
越
刕
敦
賀
郡
天
筒
山
米
□
□
□
」

　
　
　
　
　
　
〈
釈
迦
如
来
立
像
（
地
蔵
）〉「
釈
迦
像 

冨
田
彦
（
以
下
欠
落
）」

　
　
　
　
　
　
「
・・・・



爲
自
他
討
死
乃
至
法
界
皆
俱
成
仏
之
也
」（

（
（

　
　

左
側
面　
〈
観
音
菩
薩
立
像
カ
〉 〈
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像
〉「
吉
村
又
久
郎
」

　
　

背
面　
　

�〈
地
蔵
菩
薩
立
像
〉〈
大
日
如
来
坐
像
（
観
音
）〉「
大
□
《
屋
》

小
七
郎
妙
忠
灵
位
」

　
　

右
側
面　

�〈
文
殊
菩
薩
立
像
（
観
音
）〉〈
薬
師
如
来
坐
像
（
地
蔵
）〉「
□

□
□
覺
禅
定
門
」

�

（　

）
内
は
、
山
本
氏
の
著
書（

（
（

に
記
述
さ
れ
て
い
る
像
名

　

こ
の
戦
い
は
前
述
の
如
く
『
信
長
公
記（

３
）』

に
も
記
述
が
あ
り
、
戦
い
の
史
実

を
刻
む
貴
重
な
現
物
遺
品
で
あ
る
。

（
二
）「
願
主
景
頼
」
銘
を
刻
む
石
仏

　

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）、
美
山
公
民
館
が
実
施
し
た
福
井
市
美
山
地

区
（
旧
美
山
町
）
の
五
十
二
神
社
の
所
蔵
物
の
悉
皆
調
査
に
加
わ
っ
た
。
こ
の

時
、刻
銘
を
「
願
主
景
頼　

元
亀
四
年
三
月
十
一
日
」
と
刻
む
不
動
明
王
一
体
、

千
手
観
音
四
体
お
よ
び
紀
年
銘
は
不
詳
だ
が
像
の
造
形
が
同
類
の
千
手
観
音
二

体
、合
計
七
躰
の
遺
存
を
白
山
神
社
二
社
（
福
井
市 

三
万
谷
町
（
以
下
三
万
谷
）

お
よ
び
同
市 
宇
坂
別
所
町
（
以
下
宇
坂
別
所
））
に
お
い
て
確
認
し
『
み
や
ま

の
神
社
信
仰
の
す
が
た
』（

（
（

に
掲
載
し
た
。

手筒山合戦戦死者供養塔
最勝寺（福井市鹿俣町）

1991 年 7 月撮影
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三
万
谷
も
宇
坂
別
所
も
一
乗
城
山
の
東
麓
に
あ
る
集
落
で
、
朝
倉
時
代
は
関

連
す
る
寺
院
が
所
在
し
て
い
た
と
伝
え
る
地
で
も
あ
る
。
資
料
館
に
よ
る
一
乗

谷
の
石
造
物
調
査
の
際
、
三
万
谷
白
山
神
社
の
六
躰
は
遺
存
が
確
認
さ
れ
、
う

ち
紀
年
銘
を
有
す
る
四
躰
と
同
じ
時
期
に
確
認
さ
れ
た
東
郷
の
三
社
神
社
（
福

井
市
小
路
町
）
所
在
の
一
躰
が
調
査
報
告
書（

（
（

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
各
地
の
調
査
が
進
み
「
願
主
景
頼
」
銘
を
刻
む
千
手
観
音
は
一
乗

谷
朝
倉
屋
敷
跡
松
雲
院
（
後
に
心
月
寺
へ
移
動
し
、
現
在
は
資
料
館
蔵
）、
永

昌
寺
（
福
井
市
東
郷
二
ケ
町
）
な
ど
で
も
遺
存
が
確
認
さ
れ
、
広
い
範
囲
に
分

散
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

以
上
の
像
の
形
態
は
、
圭
頭
型
の
板
材
に
像
を
浮
き
彫
り
し
、
千
手
観
音
は

立
像
と
坐
像
の
二
種
類
、
平
均
的
な
法
量
は
全
高
が
六
十
八
セ
ン
チ
、
最
下
部

の
基
礎
幅
三
十
二
セ
ン
チ
、
顔
面
付
近
の
幅
三
十
五
セ
ン
チ
、
像
高
は
立
像

四
十
二
セ
ン
チ
、
坐
像
三
十
セ
ン
チ
で
あ
る
。
な
お
不
動
明
王
像
（
立
像
）
は

千
手
観
音
よ
り
大
型
で
あ
る
（
資
料
１
参
照
）。

　

銘
文
は
い
ず
れ
も
共
通
で
、像
の
右
側（
対
向
）に「
願
主
景
頼
」左
側
に「
元

亀
四
年
三
月
十
一
日
」
と
刻
ん
で
い
る
。
こ
の
紀
年
銘
は
、本
稿
の
最
初
に
「
朝

倉
義
景 

織
田
信
長
の
不
和
と
朝
倉
氏
の
滅
亡
」
の
節
で
記
し
た
よ
う
に
刀
禰

坂
の
戦
い
の
年
に
義
景
が
佐
々
木
弥
五
郎
の
道
中
安
全
確
保
の
支
援
を
受
け
て

一
乗
谷
を
進
発
し
た
日
で
あ
り
、
景
頼
も
重
臣
の
一
人
と
し
て
従
軍
し
た
。　

　
『
越
州
軍
記
』（

（
（

に
刀
禰
坂
の
戦
い
で
戦
死
し
た
朝
倉
掃
部
助
の
奮
闘
す
る
記

述
が
み
ら
れ
る
が
、
掃
部
助
が
誰
で
あ
る
か
は
諸
本
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
。

越
州
軍
記
は
官
途
掃
部
助
の
み
、
春
日
神
社
本（

（
（

と
松
平
文
庫
本
は
掃
部
助
景

氏

（
（
（
（
（
（
（
（
（

、
大
徳
寺
文
書
は
景
契

（
（
（
（
（

と
記
述
し
て
い
る
。

不動明王
白山神社（三万谷町）

千手観音坐像
白山神社（三万谷町）

千手観音立像
白山神社（宇坂別所町）



5

三
井　

朝
倉
時
代
末
期
の
史
実
を
遺
す
二
、三
の
石
造
物

　

こ
の
度
、
史
実
を
語
る
新
し
い
モ
ノ
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

場
に
登
場
し
て
い
る
朝
倉
掃
部
助
は
、
実
は
掃
部
助
景
頼

4

4

4

4

4

で
あ
っ
た
と
す
る
の

が
適
切
で
あ
ろ
う
（
系
図
参
照
）（

（（
（

。

　

次
に
、
こ
れ
ら
の
石
仏
は
当
初
は
ど
こ
に
所
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
は
一
乗
城
山
山
頂
付
近
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
狙
い
を
つ
け
て
い
た
。
そ

こ
で
最
も
多
く
遺
存
し
て
い
る
三
万
谷
の
白
山
神
社
所
在
の
六
躰
が
ど
こ
に

あ
っ
た
の
か
を
知
る
手
が
か
り
を
求
め
て
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
二
月
初

め
旧
知
の
三
万
谷
の
古
老
を
訪
ね
た
。「
山
の
上
か
ら
下
ろ
し
た
と
伝
え
聞
い

て
い
る
」
と
。
そ
し
て
「
全
部
下
ろ
せ
な
か
っ
た
の
で
山
中
に
ま
だ
あ
る
は
ず
」

と
貴
重
な
情
報
を
得
、
後
日
そ
の
場
所
を
教
え
て
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
情
報
に
よ
っ
て
、
最
初
に
安
置
さ
れ
た
場
所
は
一
乗
城
山
と
推
測
し
て

い
た
こ
と
に
現
実
味
が
で
て
き
た
。
し
か
し
古
老
が
言
う
山
中
に
遺
存
し
て
い

て
も
、
そ
れ
ら
が
本
当
に
山
頂
に
あ
っ
た
物
的
証
拠
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
過
去
に
一
度
だ
け
一
乗
城
山
へ
登
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
石
仏
の
残
欠
が
所

在
し
て
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
当
時
は
苔
む
し
た
残
欠
は

気
に
も
留
め
て
い
な
か
っ
た
。

　

令
和
二
年
は
一
月
か
ら
降
雪
が
な
か
っ
た
の
で
、
二
月
二
十
四
日
の
好
天
の

日
に
自
分
が
住
ま
い
す
る
集
落
の
一
人
に
随
行
を
頼
ん
で
一
乗
城
山
へ
登
り
、

山
頂
の
「
千
畳
敷
」「
観
音
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
る
地
に
あ
っ
た
苔
む
し
た
残
欠

の
苔
を
除
去
し
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
六
躰
の
千
手
観
音
の
残
欠
（
う
ち

四
躰
に
在
銘
）
と
類
似
造
形
の
如
意
輪
観
音
像
（
無
銘
）
一
躰
を
確
認
で
き
た

の
で
あ
る
。

　

城
山
に
お
け
る
遺
存
の
確
認
に
よ
っ
て
、
麓
に
所
在
す
る
「
願
主
景
頼
」
を

刻
む
石
仏
は
、
当
初
は
一
乗
城
山
に
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
ほ
ぼ
間
違
い
な

い
と
い
う
確
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
二
月
二
十
六
日
、
三
万
谷
の
古
老
の
案
内
で
三
か
所
を
調
査
し
、
城

山
二
の
丸
の
下
三
万
谷
側
美
山
林
道
が
通
る
近
く
の
山
林
内
に
一
躰
、
三
万
谷
林

道
と
美
山
林
道
の
合
流
点
付
近
に
あ
る
堂
（
地
藏
堂
と
仮
称
）
に
二
躰
、
三
万

谷
の
民
家
裏
山
に
個
人
が
管
理
し
て
い
る
祠
に
二
躰
合
計
五
躰
を
確
認
し
た
。

　

令
和
二
年
三
月
時
点
で
、
確
認
さ
れ
た
仏
像
は
不
動
明
王
一
躰
、
千
手
観
音

頼

　
　景

景

　
　種

法
名
紹
叟
金
隆

法
名
心
伝
宗
性

遠
江
守

景

　
　頼

景

　
　種

景

　
　継

景

　
　契

景

　
　隆

土
佐
入
道

﹇
北
庄
﹈

土
佐

掃
部
助

法
名
玉
翁
宗
金

法
名
紹
空

法
名
永
仲
宗
長

永
正
一
七
・
六
・
五

二
郎
右
衛
門
尉

景

　
　頼

掃
部
助

遠江守系図
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六
十
六
巻
一
号

二
十
一
躰
、
同
じ
造
形
で
法
量
が
近
似
の
如
意
輪
観
音
一
躰 

合
計
二
十
三
躰

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
西
国
写
し
三
十
三
観
音
の
一
部
と
想
定
し
て
調
査
を
進

め
て
き
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
千
手
観
音
は
十
五
躰
だ
け
で
、
他
は
十
一
面
、
如

意
輪
、
聖
観
音
な
ど
で
あ
る
が
、
今
回
の
結
果
か
ら
そ
う
で
は
な
か
っ
た
こ
と

も
判
明
し
た
。
千
手
観
音
像
は
以
上
の
他
に
も
ま
だ
ど
こ
か
に
遺
存
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

元
亀
四
年

4

4

4

4

（
一
五
七
三
）
三
月
十
一
日

4

4

4

4

4

、
信
長
軍
と
の
合
戦
に
出
陣
す
る
に

当
り
、一
乗
城
山
に
数
多
く
造
立
し
た
石
造
の
千
手
観
音
や
不
動
明
王
の
前
で
、

朝
倉
掃
部
助
景
頼
は
何
を
祈
願
し
て
戦
地
に
赴
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
こ
れ
ら
の

「
仏
の
み
ぞ
知
る
」
で
あ
る
。

　

朝
倉
時
代
、
一
乗
山
上
に
七
尺
余
の
千
手
観
音
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
記
述
す

一乗城山の石仏の残欠

造形が類似の如意輪観音手を頭上に置く「清水型」残欠中の 1 体

一乗城山に遺存の石仏
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三
井　

朝
倉
時
代
末
期
の
史
実
を
遺
す
二
、三
の
石
造
物

る
史
料
が
遺
さ
れ
て
い
た
。
千
畳
敷
や
観
音
屋
敷
と
の
関
連
の
有
無
な
ど
は
記

述
が
な
い
の
で
更
な
る
調
査
が
必
要
だ
ろ
う
が
、
情
報
と
し
て
留
め
て
お
く
。

　
『
越
前
国
名
勝
志
』（

（（
（

に
よ
る
と 

曹
洞
宗 

福
聚
山
鎮
徳
寺（

（（
（

 

に
一
乗
谷
の
山
上

（
観
音
屋
敷
や
観
音
堂
の
記
述
は
な
い
が
）
か
ら
下
山
し
た
と
伝
え
る
千
手
観

音
に
関
す
る
次
の
記
述
が
あ
る
。「
亦 

当
寺
ニ
大
仏
の
十
一
面
千
手
観
音
坐
ス
、

是
ハ
ソ
ノ
昔
一
乗
ノ
谷
ノ
山
ノ
上
ニ
坐
シ
ケ
ル
ニ
、
今
ハ
此
ノ
寺
ニ
奉
安
置
、

霊
験
新
ナ
ル
観
音
也　

御
長
七
尺
余
ノ
坐
像
ナ
リ
」
と
あ
る
。

　

ま
た
、『
鎮
徳
寺
由
緒
書
』（

（（
（

に
よ
る
と
「
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
寺
院
の
火

災
に
よ
り
こ
の
千
手
観
音
像
は
類
焼
し
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
丈
六
の
像

が
再
建
さ
れ
た
」
と
記
述
し
て
い
る
。

（
三
）
一
乗
谷
に
珍
し
い
六
地
蔵

　
「
願
主
景
頼
」
の
石
仏
を
調
査
す
る
過
程
で
新
た
な
六
地
蔵
に
出
会
っ
た
の

で
、
本
稿
の
紙
面
を
借
り
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

三
万
谷
林
道
は
一
乗
谷
の
入
口
安
波
賀
（
福
井
市
安
波
賀
町
）
へ
通
ず
る
古

道
の
幅
を
広
げ
て
造
成
さ
れ
た
道
で
あ
る
。
現
状
は
尾
根
で
美
山
林
道
に
合
流

し
て
南
へ
凡
そ
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
む
と
地
蔵
堂
が
あ
り
、
地
蔵
堂
の
前
か

ら
朝
倉
時
代
以
来
の
古
道
が
遺
り
、
九つ

ず
ら

折お
り

と
呼
ば
れ
る
屈
曲
を
経
て
安
波
賀
地

籍
の
武ふ

者し
ゃ

野の

へ
至
る
。
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
八
月
十
六
日
、
義
景
が
一
乗

谷
か
ら
大
野
へ
落
延
び
る
時
に
通
っ
た
道
と
伝
え
て
い
る
。
武
者
野
は
国
道

一
五
八
号
線
の
三
万
谷
ト
ン
ネ
ル
の
福
井
市
街
側
入
り
口
付
近
で
足
羽
川
左
岸

に
位
置
し
、
朝
倉
時
代
は
野
（
火
葬
場
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。　

　

尾
根
の
地
蔵
堂
に
は
前
述
の
千
手
観
音
の
外
に
、
像
高
九
十
一
セ
ン
チ
の
釈

迦
如
来
（
永
正
九
年
〈
一
五
一
二
〉
銘
）
と
六
地
蔵
の
片
割
れ
三
躰
な
ど
を
納

め
て
い
る
。
六
地
蔵
は
光
背
を
有
し
、
総
高
九
十
三
セ
ン
チ
、
像
高
は
三
躰
と

も
六
十
三
・
五
セ
ン
チ
、
三
躰
の
地
蔵
の
持
物
は
、
念
珠
、
宝
珠
と
施
無
畏
印
、

合
掌
で
あ
る
。
銘
文
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
三
像
の
中
に
は
ワ
レ
や
欠
落
に
よ
り

不
明
部
分
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
同
じ
銘
文
で
、
像
の
右
側
（
対
向
）
に
「
爲

慶
範
大
徳
」、
左
側
に
「
施
主 

東
訓 

永
禄
六
八
月
十
三
日
」
と
刻
む
。

　

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）、
国
道
一
五
八
号
線
改
良
工
事
前
に
資
料
館
に

よ
っ
て
武
者
野
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
三
躰
の
地
蔵
の
所
在
を
確
認
、
う

ち
二
躰
は
前
記
地
蔵
堂
の
三
躰
と
同
じ
「
東
訓
」
銘
を
刻
ん
で
い
る
と
い
う（

（（
（

。

武者野遺跡の地蔵地蔵堂（仮称）の地蔵
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六
十
六
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一
号

筆
者
が
実
見
し
た
一
躰
は
、
光
背
の
肩
か
ら
上
と
頭
部
が
欠
落
し
て
い
る
が
、

銘
文
が
遺
さ
れ
て
お
り
右
側
「（
欠
落
）
大
徳
」、
左
側
「（
欠
落
）
東
訓
永
禄

六
八
月
十
三
日
」
が
確
認
で
き
る
。
な
お
持
物
は
確
認
不
能
で
あ
っ
た
。

　

六
地
蔵
は
旧
道
の
尾
根
（
峠
）
あ
る
い
は
武
者
野
入
口
の
い
ず
れ
か
に
六
躰

揃
っ
て
所
在
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
筆
者
は
一
乗
谷
に

お
い
て
朝
倉
時
代
の
六
地
蔵
の
所
在
は
未
だ
知
ら
ず
、
多
く
の
石
仏
が
遺
存
す

る
中
で
も
珍
し
い
存
在
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

お 

わ 

り 

に

　

福
井
市
美
山
地
区
の
神
社
調
査
に
従
事
し
て
以
来
、「
願
主
景
頼
」
銘
を
刻

む
石
仏
の
数
や
当
初
の
所
在
地
が
何
処
で
あ
っ
た
の
か
常
に
気
に
な
り
、
何
と

か
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

　

一
乗
城
山
の
千
畳
敷
や
観
音
屋
敷
に
遺
る
苔
む
し
た
石
仏
の
残
欠
、
美
山
林

道
沿
い
の
地
蔵
堂
（
仮
称
）
や
山
中
の
調
査
お
よ
び
関
連
し
て
武
者
野
の
六
地

蔵
調
査
に
赴
い
た
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
二
～
三
月
は
体
調
の
異
常
を
感
じ

て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
何
と
か
目
標
と
し
た
場
所
の
現
場
調
査
と
資
料
整
理
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
、
気
懸
り
に
し
て
い
た
事
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

　

私
事
な
が
ら
、
そ
の
後
本
稿
作
成
に
着
手
し
よ
う
と
し
た
四
月
頃
か
ら
体
調

が
日
を
増
し
て
悪
化
し
、
五
月
下
旬
に
精
密
検
査
の
結
果
急
性
リ
ン
パ
性
白
血

病
と
診
断
さ
れ
、
即
日
入
院
し
、
年
末
ま
で
長
期
の
入
院
療
養
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
幸
い
に
も
、
病
院
の
手
厚
い
治
療
と
看
護
、
家
族
の
支
援
の
お
陰
で
大

き
な
問
題
も
な
く
、
病
は
順
調
に
快
方
に
向
か
っ
て
行
っ
た
の
で
、
本
稿
を
仕

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

謝
辞

　

現
場
調
査
に
あ
た
っ
て
、
小
竹
原
悟
氏
（
三
万
谷
町
）
に
現
場
案
内
を
、
調

査
作
業
に
は
田
中
昌
治
氏
（
西
河
原
町
）
の
支
援
を
頂
い
た
。
ま
た
、
一
乗
谷

朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
か
ら
資
料
提
供
を
、
同
館
主
任
（
学
芸
員
）
宮
永
一
美
氏

か
ら
助
言
を
頂
い
た
。
衷
心
よ
り
謝
辞
申
し
上
げ
る
。

註（
１
）
前
田
育
徳
会
蔵
写
本
『
朝
倉
始
末
記
一
、二
（「
加
越
闘
諍
記
一
、二
」）』『
朝
倉
始
末

記
三
～
六
（「
越
州
軍
記
一
～
四
」）』（
井
上
鋭
夫
・
桑
山
浩
然
・
藤
木
久
志
校
注
『
蓮

如 

一
向
一
揆
（
続
・
日
本
仏
教
の
思
想
４　

日
本
思
想
体
系
新
装
版
）』
岩
波
書
店
、

一
九
九
五
年
）　

（
２
）『
朝
倉
記
』
春
日
神
社
本
（『
越
前
・
若
狭 

一
向
一
揆
関
係
資
料
集
成
』
越
前
・
若
狭 

一
向
一
揆
関
係
文
書
資
料
調
査
団
編
、
福
井
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
〇
年
）

（
３
）
桑
田
忠
親
編
集
・
校
注
『
新
訂
信
長
公
記
』
人
物
往
来
社
、
一
九
九
七
年

（
４
）
宮
永
一
美
「
資
料
紹
介
Ⅱ　

新
出
の
朝
倉
義
景
書
状
に
つ
い
て
」（『
一
乗
谷
朝
倉
氏

遺
跡
資
料
館
紀
要　

二
〇
一
七
』 

福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
資
料
館
、
二
〇
一
九
年
）

（
５
・
６
）
山
本
昭
治
『
越
前
の
石
像
美
術
』
私
家
版
、
一
九
九
一
年
。
こ
の
部
分
の
現
物

の
銘
文
は
判
読
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
本
書
に
記
録
し
て
い
る
銘
文
一
部
を
参
考
に
し

た
。

（
７
）
三
井
紀
生
『
み
や
ま
の
神
社
信
仰
の
す
が
た　

五
二
神
社
の
悉
皆
調
査
か
ら
』
福
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三
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朝
倉
時
代
末
期
の
史
実
を
遺
す
二
、三
の
石
造
物

井
市
美
山
公
民
館
、
二
〇
一
五
年
、
一
八
頁
。
七
躰
の
内
訳
は
、
白
山
神
社
（
福
井
市

三
万
谷
町
）
に
六
躰
（
千
手
観
音
五
躰
、
不
動
明
王
一
躰
、
内
四
躰
に
「
願
主
景
頼
」

の
銘
を
刻
む
）、
白
山
神
社
（
同
市 

宇
坂
別
所
町
）
に
千
手
観
音
一
躰
（
在
銘
）。

（
８
）『
一
乗
谷
石
造
遺
物
調
査
報
告
書
Ⅰ　

銘
文
集
成
』
福
井
県
教
育
委
員
会
・
朝
倉
氏

遺
跡
調
査
研
究
所
、
一
九
八
〇
年
）

（
９
―
１
）
註
（
１
）『
朝
倉
始
末
記
五
（
越
州
軍
記
三
）』
に
記
述
し
て
い
る
校
注
に
「
朝

倉
掃
部
助　

景
氏
（
松
平
文
庫
本
）。
景
契
（
大
徳
寺
文
書
）」
と
記
す
。

（
９
―
２
）松
平
文
庫『
朝
倉
始
末
記
』（
福
井
県
文
書
館
保
管
）「
朝
倉
掃
部
助
景
氏
」と
記
す
。

（
10
）
松
原
信
之
『
越
前
朝
倉
一
族
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
年
、
一
八
三
頁
お
よ
び

巻
末
の
年
表
（
引
用
）
に
よ
る
。

（
11
） 

竹
内
芳
契
（
寿
庵 

？
〜
宝
暦
五
年
〈
一
七
五
五
〉）『
越
前
国
名
勝
志
』
元
文
三
年

（
一
七
三
八
）成
立（『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書 

上
』杉
原
丈
夫
・
松
原
信
之
共
編
、松
見
文
庫
、

一
九
七
一
年
）

（
12
）
福
聚
山
鎮
徳
寺
（
福
井
市
日
の
出
一
丁
目
）　

天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
一
向
一
揆

で
諸
堂
全
て
焼
失
し
た
永
平
寺
の
十
九
世
祚
久
が
宝
物
を
携
帯
し
て
北
庄
（
福
井
）
に

逃
れ
て
一
宇
を
建
立
し
、
新
永
平
寺
と
し
た
。
信
長
に
よ
る
一
揆
平
定
後
永
平
寺
は
旧

地
に
帰
っ
て
再
建
さ
れ
、
新
永
平
寺
は
祚
久
の
弟
子
祚
天
に
与
え
ら
れ
、
鎮
徳
寺
と
改

名
さ
れ
た
。（『
近
江
・
若
狭
・
越
前
寺
院
神
社
大
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
）

（
13
）「
鎮
徳
寺
由
緒
書
」（『
一
乗
谷
の
宗
教
と
信
仰
（
第
一
〇
回
企
画
展
）』
福
井
県
立
一

乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
、
二
〇
〇
五
年
）

（
14
）『
武
者
野
遺
跡　

国
道
一
五
八
号
線
改
良
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
報
告
』
福
井
県
立

朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
、
一
九
八
六
年
）
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
六
巻
一
号

No
現所在地

 塔の種類 法量 (cm) 銘文 特徴 備　考
名　称 場　所

1 最勝寺 福井市
鹿俣町 笠塔婆カ

幅 28.0 前面
「元亀元庚午四月廿五日越刕敦賀郡天筒山米・」
＜釈迦立像＞「釈迦像 冨田彦（以下剥離）」

「・・爲自他討死及至法界皆俱成仏之也」
左　＜観音カ＞＜虚空蔵＞「吉村又久郎」
背面 < 地蔵 >< 大日 >「大□（屋）小七郎妙忠灵位」
右　＜文殊＞ < 薬師 >「□□□覺禅定門」

＜＞は舟形光背と安
置仏像名を示す
周辺に、本塔用の笠
と思われる遺品所在

奥行 28.0 
高さ 87.0 

法量は塔身

No
現所在地

 塔の種類 法量 (cm)
＊印 残存寸法 銘文 特徴 備　考

名　称 場　所

1 白山神社 福井市
宇坂別所町

千手観音
立像

像高 　41.2 
右「願主　景頼」
左「元亀四年三月十一日」 圭頭欠落幅 　32.2 

総高 ＊54.0

2 白山神社 福井市
三万谷町

不動明王
立像

像高 　55.7
右「願主　景頼」
左「□亀四年三月十一日」 圭頭前面欠落幅 　41.0 

総高 　88.0 

3 同上 同上 千手観音
立像

像高 　42.0 
右「□主　景□」
左「□□四□三月十一日」 圭頭前面欠落幅 　32.5 

総高 　65.0 

4 同上 同上 千手観音
坐像

像高 　30.0 
右「願主　景□」
左「判読不能」

圭頭・基礎前面
欠落幅 　33.0 

総高 　65.5 

5 同上 同上 千手観音
坐像

像高 推定 
　32.0

判読不能
頭頂部から上欠落
および基礎前面
欠落幅 　34.5 

総高 ＊54.0

6 同上 同上 千手観音
坐像

像高 推定 
　30.0

判読不能
圭頭前面、像右側
および基礎前面
欠落幅 　33.0 

総高 ＊64.0

7 同上 同上 千手観音
坐像

像高 ＊25.0
右「願主　景（以下欠落）
左「元亀四年三月十（以下欠落）

像の胴中央部
から下欠落幅 　33.5 

総高 ＊36.0

8 三社神社 福井市
安原町

千手観音
坐像

像高 ＊28.0
右「願主　□頼」
左「元亀四年三月十一日」 上下欠落幅 　32.0 

総高 ＊44.5

9 永昌寺 福井市
東郷二ケ町

千手観音
立像

像高 　42.3 
右「願主　景頼」
左「元亀四年三月十一日」 圭頭右前欠落幅 　32.0 

総高 　69.0 

10
一乗谷
朝倉氏
遺跡資料館

福井市
安波賀町

千手観音
立像

像高 　42.5 
右「願主　景頼」
左「元亀四年三月十一日」

圭頭前面と右上
欠落幅 　33.0 

総高 　67.0 

11 同上 同上 千手観音
坐像

像高 　28.5 
右「願主景頼」
左 判読不能

像の左側が圭頭
から基礎まで欠落
全面風化進展

幅 　33.0 
総高 　66.0 

12 千畳敷・
観音屋敷

福井市
一乗城山

千手観音
立像

像高 ＊41.5
右「願主景頼」
左「…三月十一日」

頭頂から上欠落
像の胴周辺で上下
2 分割、基礎左欠落

幅 　32.0 
総高 ＊56.5

13 同上 同上 千手観音
坐像

像高 ＊28.0
右　判読不能
左「（上欠落）　三月十一日」

圭頭・像頭部欠落
左側上・右側下各
半分と基礎欠落

幅 膝 34.0
総高 ＊61.0

資料 1　一乗谷の気になるニ、三の石造物目録
一　手筒山の合戦戦死者供養塔

二　「願主景頼」の石仏
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三
井　

朝
倉
時
代
末
期
の
史
実
を
遺
す
二
、三
の
石
造
物

No
現所在地

 塔の種類 法量 (cm)
＊印 残存寸法 銘文 特徴 備　考

名　称 場　所

14 千畳敷・
観音屋敷

福井市
一乗城山

千手観音
立像

像高 未計測
右　欠落
左「（欠落）　十一日」

膝から下のみ残存
基礎前面欠落幅 　33.0 

総高 ＊25.0

15 同上 同上 千手観音
立像

像高 未計測
銘文確認不可

膝から下のみ残存
基礎前面欠落
全面風化進展

幅 　33.0 
総高 ＊30.0

16 同上 同上 千手観音
立像

像高 ＊24.5
銘文確認不可
最上の左右 2 臂頭上高く掲げ化仏を戴く
調査範囲唯一の「清水型」の千手観音

腰から上のみ残存
顔面欠落
圭頭前面欠落

幅 頭部
　35.0

総高 ＊37.0

17 同上 同上 千手観音
立像

像高 ＊29.0
右「景頼」
左　欠落

右側胸下の残欠
のみ残存幅 最大

　19.5
総高 ＊45.0

18 同上 同上 如意輪
観音坐像

像高 ＊25.5

銘文確認不可
上・下欠落
法量、造形は
千手観音と類似

幅 蓮台部
　33.0

総高 ＊48.0

19 美山林道沿
山林中

福井市
三万谷町

千手観音
立像

像高 ＊34.0
銘文確認不可 上下左右欠落幅 ＊33.5

総高 ＊48.0

20 個人蔵 同上 千手観音
立像

像高 　41.0 
右「願主　景頼」
左「元□四□□月十一日」 完形幅 　32.0 

総高 　68.5 

21 同上 同上 千手観音
坐像

像高 　32.0 
右「願主　景頼」
左「元亀四年三月十一日」 圭頭前面欠落幅 　30.0 

総高 　67.5 

22 旧道脇
地藏堂 同上 千手観音

坐像

像高 　30.0 
右「願主　景頼」
左「元□四年三月十一日」

圭頭前面および
台座前面欠落幅 　33.5 

総高 　65.0 

23 同上 同上 千手観音
立像

像高 ＊36.5
右「願主景（以下欠落）」
左「元亀・・（以下欠落）」

頭頂部から上・膝
から下欠落幅 顔面

＊34.5
総高 ＊36.5

No
現所在地

 塔の種類 法量 (cm)
＊印 残存寸法 銘文 特徴 備　考

名　称 場　所

1 旧道脇
地藏堂

福井市
三万谷町 地蔵立像

像高 　63.5
右「□慶範大徳」
左「□主東訓永禄六八月十三日」
持物　念珠

首部で上下（光背
共にワレ補修

幅
（基礎） 　35.0

総高 　93.0

2 同上 同上 地蔵立像

像高 　63.5
右「爲慶範大徳」
左「施主東訓永禄六八月十三日」
持物　左 宝珠・右 施無畏印

頭前部一部欠落幅
（基礎） 　35.0

総高 　93.5

3 同上 同上 地蔵立像

像高 　63.5
右「（欠落）大徳」
左「施主東訓永禄六八月十三日」
持物　合掌

最上部から左肩横
にかけて光背欠落幅 基礎

欠落
総高 ＊87.5

4 武者野遺跡
路傍

福井市
安波賀町 地蔵立像

像高 ＊53.0
右「（欠落）大徳」
左「（欠落）東訓永禄六八月十三日」
持物　不詳

首から上、頭と光背
欠落

幅
（基礎） 　34.5 

総高 ＊71.5

二　「願主景頼」の石仏　（続）

三　一乗谷に珍しい六地蔵　（6 躰中 4 躰）
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六
十
六
巻
一
号

№ 名　称 千手観音　立像 № 名　称 不動明王　立像 № 名　称 千手観音　立像

1 現在の
所在地

白山神社　
2 現在の

所在地
白山神社　

3 現在の
所在地

白山神社　
宇坂別所町 三万谷町 三万谷町

№ 名　称 千手観音　坐像 № 名　称 千手観音　坐像 № 名　称 千手観音　坐像

4 現在の
所在地

白山神社　
5 現在の

所在地
白山神社　

6 現在の
所在地

白山神社　
三万谷町 三万谷町 三万谷町

№ 名　称 千手観音　坐像カ　 № 名　称 千手観音　坐像 № 名　称 千手観音　立像

7 現在の
所在地

白山神社　
8 現在の

所在地
三社神社　

9 現在の
所在地

永昌寺　
三万谷町 安原町 東郷二ケ町

写真提供；一乗谷朝倉氏遺跡資料館

資料 2　　石仏写真集
「願主景頼」の石仏 
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期
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を
遺
す
二
、三
の
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造
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№ 名　称 千手観音　立像 № 名　称 千手観音　坐像 № 名　称 千手観音　立像

10 現在の
所在地

一乗谷朝倉氏遺跡資料館
11 現在の

所在地
一乗谷朝倉氏遺跡資料館

12 現在の
所在地

千畳敷・観音屋敷
安波賀町 安波賀町 一乗城山

もと 心月寺蔵
№ 名　称 千手観音　坐像 № 名　称 千手観音　立像 № 名　称 千手観音　立像

13 現在の
所在地

千畳敷・観音屋敷
14 現在の

所在地
千畳敷・観音屋敷

15 現在の
所在地

千畳敷・観音屋敷
一乗城山 一乗城山 一乗城山

№ 名　称 千手観音　立像 № 名　称 千手観音　立像 № 名　称 如意輪観音

16 現在の
所在地

千畳敷・観音屋敷
17 現在の

所在地
千畳敷・観音屋敷

18 現在の
所在地

千畳敷・観音屋敷
一乗城山 一乗城山 一乗城山

「願主景頼」の石仏 （続）
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六
十
六
巻
一
号

№ 名　称 千手観音　立像 № 名　称 千手観音　立像 № 名　称 千手観音　坐像

19 現在の
所在地

山中　
20 現在の

所在地
個人蔵　

21 現在の
所在地

個人蔵　
三万谷町 三万谷町 三万谷町

№ 名　称 千手観音　坐像 № 名　称 千手観音　立像 № 名　称 六地蔵　持物 念珠

22 現在の
所在地

旧道脇地藏堂 
23 現在の

所在地
旧道脇地藏堂 

1 現在の
所在地

旧道脇地藏堂 
三万谷町 三万谷町 三万谷町

№ 名　称 六地蔵　持物 宝珠 № 名　称 六地蔵　合掌 № 名　称 六地蔵　持物 不詳

2 現在の
所在地

旧道脇地藏堂 
3 現在の

所在地
旧道脇地藏堂 

4 現在の
所在地

武者野路傍　
三万谷町 三万谷町 安波賀町

「願主景頼」の石仏 （続）と六地蔵


